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/ 道
路
や
産
業
振
興
に
一

V I)'-J 

十
億
円

美
利
河
ダ
ム
本
年
度
か
ら
実
施
設
計

， 
づ

道
路
、
河
川
網
の
援
備
や
民
業
基
盤
の
整
備

に
|
と
五
卜
年
度
も
本
町
に
二
十
億
円
余
の
投

入
が
決
ま

っ
た
図
、
送
費
に
よ
る
直
結
事
業
。

こ
と
し
実
施
さ
れ
る
お
も
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
が
、

す
で
に
開
発
建
設
部
、
土
木
現

業
所
な
ど
の
手
に
よ
り
工
事
は
急
ピ

y
チ
で
進

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

早期予防

地域の健康管理を重点

EE重量冨謂還需要理

検診で早期発見、

こ
と
し
の
保
健
婦
業
務
は
、

地
区
と

の
密
接
な
つ
な
が
り
と
迎
悦
の
も
と
に

「
住
民
が
自
ら
の
手
で
健
康
を
つ
く
る
、

考
え
る
健
康
管
理
」
を
進
め
る
た
め
、

地
域
ご
と
の
健
康
管
理
を
重
点
に
活
動

道

路

国
道
二
七
七
号
線

は
、
こ
と
し
も
特
に

交
通
安
全
に
力
が
人

れ
ら
れ
、
五
千
七
百

五
十
万
円
で
控
仰
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

昨
年
新
設
さ
れ
た

神
丘
小
学
校
通
り
の

歩
道
も
継
続
さ
れ
、

今
年
は
今
金
方
面
へ

五
百
以
延
長
さ
れ
ま

国れ l 

遺る歩
二神道
七丘が
七小延
号前長
線のさ

マ
一山
升
保
健
制
奨

利
河
、
花
石
、
中

型
、
八
束
、
白
石

n進
、
御
影
、
本

町
、
栄
町
、
末
広

I
、
主
I

川
仰

必
恥

町山「

マ
石
山
保
健
婦

"孟
%高昨
と血年
一圧の
番者検
多が診 l

い三で

す
。
ま
た
、
住
吉
小
学
校
か
ら
水
車
橋

へ
六
百
M
の
歩
道
も
新
設
さ
れ
、
特
に

歩
道
の
悪
い
今
金
市
街
地

(国
保
か
ら

今
小
ま
で
の
片
側
)
千
二
百
ぷ
が
修
繕

さ
れ
ま
す
。

開
発
近
々
八
雲
l
A
7
金
線
は

一
億
一

千
四
百
万
円
で
、
日
進
地
区
二
千
九
百

十
七

M
の
改
良
が
実
施
さ
れ
、
日
の
出

八
束
、
団
代
地
区
の
用
地
補
償
も
完
了

し
ま
す
。

長
年
此
画
の
品
牧
l
英
利
河
柿
断
線

は
函
館
開
発
建
設
部
に
よ
り
美
利
河
側

か

-hh工
、
今
年
は

一
千
万
円
で
茶
屋

川
地
区
千
五
百
M
が
新
ら
し
く
開
設
さ

れ
ま
す
。

一
般
道
々
で
は
、
旭
台
今
金
線
の

八
東
地
区
八
百
日
、
金
原
|
今
金
線
の

金
原
地
区
千
百
討
が
昨
年
に
引
き
続
き

舗
装
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
旭

台

今

金

線
三
百
封
、
金
原
今
金
線
百
五
十
日

の
銅
製
防
雪
さ
く
が
設
置
さ
れ
、
旭
台

1
今
金
線
二
千
三
百
討
の
諌
宮
害
防
止

な
ど
、

一
億
六
千
万
円
で
実
施
さ
れ
ま

す
。さ
ら
に
、
昨
年
改
良
が
終
っ
た
白
石

川
尉
免
道
路
は
、
新
規
に
三
年
計
画
で
二

千
四
百
四
十
口
が
延
長
さ
れ
、
今
年
は

三
千
万
円
で
八
百
M
MF
実
施
さ
れ
ま
す
。

。
乳
幼
児
7
y
ソ
歯
面
塗
布

=一
歳
ま
で
に
九
訓
近
く
の
幼
児
が

ム
ン
歯
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
で
は
生
後
七
カ
円
か
ら
満
↑二
故
ま

で
の
乳
幼
児
に
zq
-一回

(六
カ
月
毎

に
一
同
)
の
無
料
受
診
券
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
町
内
の
掬
科
医

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
年

吉
、
問
川
、

田
代
、
稲
穂
、
昭
町
、

布
美
町
、
日
の
出
町
、
東
町
、
南
栄
町

気
軽
に
活
用
し
よ
う

住

こ
と
し
の
予
防
衛
生
業
務
は
次
に

よ
り
行
な
い
ま
す
。
日
程
や
詳
し
い
内

存
は
そ
の
っ
と
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
気
軽
に
進
ん
で
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈予
防
接
種
〉

マ
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
投
与
H
五
月
下
旬

十

一
円
中
旬

守
結
核
予
防

一
般
ツ
皮
、

B
C
G按
腹

H

七
月
上
旬

マ
極
痘
H
九
月
下
旬

マ
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
、

混
合
ワ
ク
チ
ン
H

十
月
中
旬
か
ら
十

一
月
下
旬

マ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
H

十
二
月
中
旬

〈検
診

・
相
談
}

マ
白
脇
病

(ガ
ン
)
検
診
H

八
月
十
日

か
ら
十
二
日

マ
婦
人
科
(
ガ
ン
)
検
診
H

二
月
二
十

六
日
か
ら
二
十
八
日

町
村
道
で
は
、
神
丘
中ハ線
線
二
百
七

十
討
の
道
路
改
良
、
中
堅
橋
、
本
村
橋

架
換
、
団
代
線
防
雪
さ
く
百
計
、
イ
マ

ヌ
エ
ル
線
凍
宮
害
防
止
千
日
、
中
央
線

街
路
事
業
の
補
助
事
業
が

一
億
三
千
七

百
万
円
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
級
河
川
利
別
川

f
l
I
B

の
改
修
事
業
は
五
億

河

川

五
千
万
円
で
、
神
丘

地
区
ほ
か
数
個
所
の

築
堤
工
事
、
護
岸
工
事
が
実
施
さ
れ
、

団
代
縞
の
縞
台
も
架
設
さ
れ
ま
す
。

進
費
河
川
の
オ
チ
ャ
ラ
ャ
ベ
川
、
チ

プ
タ
ウ
ン
ナ
イ
川
、
下
ハ
カ
イ
マ
y
プ

川
、
利
別
川
の
改
修
事
業
は
、

一
億
八

千
三
百
万
円
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

直
轄
事
業
の
英
利
河
ダ
ム
は
、
い
よ

い
よ
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
実
施
設
計
本

(2 ) 

翻
査
費
が
つ
き
、
五
十
年
度
事
業
費
と

し
て
八
千
六
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
お

よ
そ
三
カ
年
で
調
査
を
完
了
、
本
者
工

は
五
十
三
年
度
、

五
カ
年
計
画
で
実
施

す
る
計
画
で
す
。

昭
和
四
十

一
年
か

ら
省
工
さ
れ
た
北
桧

山
国
営
か
ん
ば
い
事

。
業
は
、
左
岸
地
区
二

億
七
千
万
円
、
右
岸
地
区
五
他
五
千
万

円
で
推
進
さ
れ
ま
す
。

存
内
停
で
は
、
第
二
幹
線
用
水
路

(愛

知
地
区
)
の
改
修
九
百
五
十
討
と
八
束

頭
首
工
の

一
部
。
右
岸
で
は
、
真
駒
内

第

一
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
千
九
百
十
討
の

工
事
で
、
ダ
ム
の
盛
土
は
こ
れ
で
完
了

し
、
五
十
一
年
度
か
ら
は
ノ
リ
商
の
工

事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

事故多発期の交通安全
心配ごと相談は

人権擁護委員へ

農

業

島
林
署
で
林
道
と
治
山
ダ
ム
新
設

ー
工
事
中
の
入
林
に
は
注
意
を
|

A
7
金
邑
林
署
で
は
、
五
十
年
度
の
事

業
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
計
画
し
て

い

ま
し
た
仲
道
と
治
山
ダ
ム
の
新
設
が
こ

の
ほ
ど
リ
決
定
し
ま
し
た
。

林
道
は
、
い
ず
れ
も
昨
年
新
設
し
た

も
の
の
延
長
で
、
ト

マ
ン
ケ
シ
林
道
二

千
三
百
四
十
H
U
(
事
業
質
二
千
八
百
万

円
)
と
樋
川
下
ハ
カ
イ
林
道
砂
金
沢
支

線
千
七
百
二
十
M
(事
業
費
二
千
五
百

八
十
五
万
円
)
の
ニ
路
線
。

治
山
ダ
ム
は
、
下
ハ
カ
イ
マ
ッ
プ
川

度
か
ら
未
就
平
児
童
全
般
に
年

一
回

実
施
し
ま
す
。

。
母
子
栄
養
童
品
の
支
給

所
得
税
が
か
か

っ
て
い
在
い
世
市

の
妊
産
婦
と
乳
児
に
ミ
ル
ク
が
無
料

で
支
給
さ
れ
ま
す
。
母
子
手
帳
の
交

付
時
、
ま
た
出
生
屈
の
時
に
役
場
衛

生
併
に
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。

マ
一
般
住
民
険
診
H
十
月
中
旬

マ
季
節
労
働
者
結
核
検
診

1
一
月
下
旬

(北
桧
山
町
職
業
安
定
所
)

マ
ク
ル
病
、
股
関
節
脱
臼
検
診
H
六
月

七
日
、
九
月
十
九
日
、
十
二
月
十
五

円、

三
円
問
日

(今
世
保
健
所
)

マ
三一
段
児
検
診

1
六
月
十
二
日
、
イ
円

六
円
、

二
月
J
l
七
日

(今
金
保
健
所
)

守
老
人
健
康
診
査
H
十
月
中
旬

マ
人
間
ド
y
ク

(国
民
健
康
保
険
被
保

険
者

)
H
M時
申
し
込
み
受
付

マ
妊
姉
健
康
相
談

l
毎
月
第
二
金
附
日

(町
民
セ
ン
タ
ー
)

マ
乳
幼
児
健
康
相
談
H

毎
月
第
四
金
問

口
(
町
民
セ
ン
タ
ー
)

マ
三
カ
円
、，
六
カ
月
、
十
二
カ
月
妊
婦

検
診
及
び
相
談

1
個
別
通
知

マ
母
線
(
妊
婦
)
教
室

H
4四
回

マ
一
般
健
康
相
談
H
毎
月
第
二
水
陥
日

(
町
民
セ
ン
タ
ー
)

マ
へ
き
地
険
診
(
盟
問
、
金
原
、
鈴
金

日
進
、
花
石
、
中
旦
地
区

)
H年
二

回
七
月
下
旬
、
十
二
月
中
旬

マ
重
占
地
区
循
環
探
検
診

(美
利
河
、

住
吉
、
種
川
、
光
台

)
H九
月
上
旬

四
号
治
山
ダ
ム

(事
業
資
千
五
十
方
円
)

と
美
利
河
別
川
治
山
ダ
ム

(事
業
費
八

百
二
十
万
円
)
で
建
設
さ
れ
ま
す
。

工
事
は
五
月
か
ら

1
一
月
ま
で
で
、

期
間
中
は
大
型
車
な
ど
の
交
通
量
が
多

く
な
り
、

一
般
入
林
車
は
非
常
に
危
険

で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
入
林
を
避
け

て
く
だ
さ
い
。

も
し
入
林
さ
れ
る
羽
合
は
、
二
一O
J

以
内
の
速
度
で
、

カ
ー
ブ
は
必
ず
徐
行

運
転
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

b歩行者の事故防止 を徹底しよう

をj色i威しよう

b自転車・自動三輪車の事故を防止 しよう

し
ま
す
。

母
子
保
健
で
は
、
健
康
主
子
ど
も
を

生
み
出
け
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
婦
相
談
、

母
親
教
室
主
と
妊
娠
中
か
ら
母
親
の
健

康
有
理
と
乳
児
、
幼
児
の
一
環
し
た
作

理
を
凶
り
ま
す
。

成
人
保
健
で
は
、
高
血
庄
対
策
、
ガ

ノ
の
予
防
対
策
は
側
部
会
、日
制
人
会、

老
人
ク
ラ
ブ
寺
ど
の
協
力
を
得
て
机
属

的
に
正
し
い
知
識
の
普
及
、
早
期
発
見
、

予
防
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
の
方
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
毎
月
、
筋
二
水
服
川
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で

「
一
般
他
康
相
談
し
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
‘
保
他
耐
の
地
区
分
担
を
次
の

よ
う
に
定
め
、
も
れ
な
く
指
導
が
い
き

わ
た
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

マ
菊
地
保
健
婦
神
丘
、
鈴
問
、
鈴
金

金
原
、
盟
問
、
光
台
、
寒
昇
、
八
楠

町
、
昭
利
町
、
旭
町
、
大
和
町
ρ

南

町

b無謀運転(交通三悪)
T@012 

T⑪ 026 

T伽 360

( 3 ) 

勝昭 (八時町)

徹昭 (南町)

照子 (本町)

間

村

井

狭

中

石
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利別川治山ずムには立派な魚

道もあり、水資源のかん整、山

くずれや地すべりを防ぎます。

/
緑
と
憩
い
の
美
利
河
温
泉

帯

1
 
4
 
〔

自

然

休

養

林

と

し

て

整

備

H

秘
墳
の
い
で
渇
H

美
利
河
温
泉
一
帯
を
町
民
の
恕
い
の
場
に
!
と
、
今
金

品
林
署
主
催
の
植
樹
祭
が
五
月
二
十
円
、
美
利
河
の
国
有
林
地
内
で
今
金
営
林

署
長
を
は
じ
め
町
内
団
体
の
代
表
者
ら
約
百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
祭
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
温
泉
へ
通
じ
る
林
道
が
開
通
さ
れ
た
の

を
記
念
し
て
、
毎
年
サ
ク
ラ
、
シ
ラ
カ
バ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ト
ド
マ

y
な
ど
約

七
百
本
づ
っ
植
樹
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
五
回
目
。
こ
れ
に
よ
り
温
泉
ま

で
の
約
一

J
あ
る
遊
歩
道
沿
は
す
っ
か
り
植
樹
さ
れ
、
緑
盟
か
な
ブ
ナ
の
天
M

H

仲
の
並
木
に
ま
た

一
段
と
美
し
い
花
を
添
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
一
問
は
清
流
と
奇
岩
の
ピ
リ
カ
ベ

y
川
を
中
心
に
静
寂
な
温
泉

郷
に
山
崎
ま
れ
、
大
小
の
沌
を
眼
下
に
楽
し
み
な
が
ら
、
事
政
連
れ
で
ハ
イ
キ
ン

グ
で
き
る
絶
好
の
レ
ク
リ
エ

l
γ
ヨ
ン
基
地
で
も
あ
り
、
自
叫
休
益
林
と
し
て

船
極
的
に
幣
備
し
、
町
民
に
大
い
に
利
用
し
て
も
ら
う
考
え
で
す
。

州

駐
車
場
か
ら
+
五
分
歩
く
と
ポ

y
カ

リ
視
野
が
広
が
り
、
静
か
な
た
た
ず
ま

い
の
温
泉
郷
が
現
わ
れ
る
。
近
〈
に
ミ

ニ
展
望
台
が
あ
り
、
羊
蹄
山
や
内
浦
湾

が
一
司
も
と
に
見
渡
せ
る
。

ト
ド
松
臼
年
で
材
木
に

自
然
の
中
で
楽
し
く
勉
強

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
森
林
の
勉
強
を
し
て
も
ら
お

う
l
と
、
今
金
J
U
林
署
で
は
、
五
月
十
五
日
町
内
の
小
学

校
六
行
生
を
吋
卑
に

μ

柑
の

平
級
H

を
開
設
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
神
丘
、
八
束
、
住
吉
、
花
石
、
支
利
河

の
児
童
四
十
二
人
と
先
生
、
'
邑
林
者
ぬ
ら
二
十
五
人
。
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
二
台
で
、
神
丘
の
第
一
一
組
事
業
所
、
鈴
岡
の
探
極

園
、
美
利
河
の
利
別
川
治
山
ダ
ム
混
泉
林
道
の
造
林
地
の

四
カ
一
州
を
見
学
。
小
さ
な
極
か
ら
ニ
有
|
六
年
と
大
事
に
古
川

て
て
い
る
苗
畑
や
よ
い
坑
の
材
木
を
育
て
る

i
ド
松
採
種
悶

広
々
と
し
た
治
山
ダ
ム
で
の
楽
し
い
昼
食
や
十
年
生
の
立
派

に
育
っ
て
い
る
造
林
地
な
と
、
は
じ
め
て
ト
ド
松
の
勉
強
を

す
る
子
と
も
た
ち
は
よ
ハ
十
五
年
で
よ
う
や
く
材
木
に
な
る
」

と
い
う
森
林
の
大
切
さ
を
自
拙
の
中
で
肌
に
感
ピ
、
楽
し
い

一
円
を
過
ご
し
ま
し
た
。

↓

植
樹
を
終
え
た
一
行
は
、

ま
ず
ひ
と
ふ
ろ
浴
び
て
汗
を

流
す
。
豊
富
に
流
れ
出
る
遺

ん
だ
お
湯
は
こ
こ
ち
よ
く
疲

れ
を
い
や
し
て
く
れ
る
。

畠司句旬、旬
、h
h
司‘
.2
』司h
h
h
嶋崎晶司句
h
h
嶋崎‘‘嶋崎崎
a

・‘‘‘，‘，

，

，

 

d

神
丘
小
六
年

村
上
千
鶴
子
さ
ん

戸

一

わ

た

し

は

、
耐
の
い
ろ
い
ろ
主
こ
と

一

一
や
役
別
が
く
わ
し
く
わ
か
り
ま
し
た
o

一

一

小
さ
い
極
か
ら
六
卜
五
年
の
長
い
年

四

四
の

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら

っ
四

一

て

あ

り

が

と

う

。

一

一

利
別
ダ
ム
は
、
今
で
も
型
や
ダ
ム
の
一

，

，

 

H

と
こ
ろ
に
し
げ
っ
て
い
る
紛
の
色
や
す

H

，

，

 

P

ん
だ
川
の
流
れ
は
と
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
町

一
せ
ん
。
よ
い
巴
い
山
山
に
な
り
ま
す
。
一

一
そ
こ
で
食
べ
た
わ
べ
ん
と
う
は
、
と
一

目
で
も
お
い
し
く
わ
す
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
町

一
川
町
水
が
す
ん
で
い
で
似
の
た
め
に
印

一

一
辺
ま
で
作
っ
た
り
、
仙
迫
の
中
に
し
き
一

一
り
を
つ
け
て
水
の
流
れ
を
弱
く
す
る
こ
一

目
と
ま
で
向
…に
h

引
を
つ
か
っ
て

い
る
と
こ

h

，

i

，
 

、lJ
一

ろ

が

か

ん

し

ん

し

ま

し

た

。

目

↑記

二

治

山
ダ
ム
が
ぶ
芯
を
ふ
せ
く
役
目
を
一

一晶
子

一

し
た
り
称
林
と
ダ
ム
の
聞
係
を
よ
く
わ
一

一言

一

，

，

一リ

二
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
も
こ
れ
か

u

i
，

，

 

一
μ
一
目
ら
は
柿
を
L

入
切
に
し
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に

H

一
志
A

↑

'

z

f
1
L
H
ど
フ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一

4r
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司、h
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司hh
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6r
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V
動
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必
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一え

以

下
、¥
醐……

ダ

J

川

刀

長

植
A
こ

四
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醐

本

育
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大きな松かさにびっ〈りした採種園は、 優秀

なトド松がつぎきされ人工支配で種を取ります。
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安
全

マ

生
活
本
準
が
向
上
し
、
消
費
生
活
が

充
実
す
る
と
と
も
に
、
按
雑
在
桝
造
を

も
っ
た
雨
明
能
製
品
が
、
っ
き
つ
ぎ
と

開
発
さ
れ
、
生
活
の
中
で
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
円
市
生
活
は
合
理
化
さ

れ
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
反
面
、
消

費
者
は
、
こ
れ
ら
事
同
開
化
す
る
製
品
の

安
全
性
に
つ
い
て
、
自
分
で
判
断
す
る

こ
と
が
難
し
く
主
っ
て
き
ま
し
た
。

従
来
、
電
気
用
品
、
ガ
ス
用
品
、
食

品
、
医
薬
品
、
自
動
車
な
ど
の
よ
う
に

⑤ 
これら特定製品については、安全基準が 表

定められ、その安全基準に合格Lた旨の
万丈
σ〉

5マ クが付されていない製品は販売し て7

てはならないこととなっています。 ク

③ 
なお、炭椴飲料びん詰については、特例

として、 scマークを王冠に付すことに
なっています。

ク

消費生活用

製品安全法

個
別
の
法
律
に
よ
り
安
全
性
を
チ
エ
ソ

ク
さ
れ
て
い
る
製
品
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
奇
特
別
法
に
よ
り
安
全
世
が

雌
保
さ
れ
て
い
な
い
極
々
の
製
品
に
つ

い
て
も
、

一
般
的
に
そ
の
安
全
世
が
椛

保
す
る
こ
と
が
、
強
/
入
要
刊
附
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
世
論
に
こ
た
え

て
、
咋
年
三
月
に
「
消
費
生
活
用
製
品

安
全
法
」
が
施
行
さ
れ
、
い
よ
い
よ
こ

の
六
月
か
』
勺
上
記
の
よ
う
な
「
安
全
マ

ー
ク
」
の
つ
い
た
特
定
製
品
に
表
示
さ

れ
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

「
特
定
製
品
」
と
は
、
消
費
生
活
用

製
品
の
う
ち
、
桝
造
、
材
問
、
使
用
状

況
な
ど
か
一
勺
み
て
、

一
般
消
資
者
の
生

命
と
身
体
に
対
し
て
危
害
を
丑
ぽ
す
お

そ
れ
が
多
い
製
品
(
圧
力
な
ベ
及
び
圧

力
が
ま
、
自
動
-一
輪
車
来
用
ヘ
ル
メ

y

ト
硬
式
刑
判
球
用
へ
ル
メ

y
i
、
0
・問

い
じ
以
上
の
炭
般
飲
料
び
ん
お
)
で
、
国

が
定
め
た
基
準
に
合
格
し
た
製
品
で
す
。

消
沈
者
の
み
な
さ
ん
は
、
万

一
こ
の

製
品
を
使
用
し
て
、
製
品
自
体
の
か
八
陥

に
よ
り
事
故
が
生
じ
た
と
き
は
、
直
ち

に
役
場
尚
工
観
光
深
ま
た
は
桧
山
支
庁

へ
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。
速
や
か
に
そ

の
被
害
者
を
収
済
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
に
基
づ
き
、
製
品
安

全
協
会
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
協

(1) 

生
活
の
な
か
に
国
民
年
金
を

老
後
の
生
活
設
計
に
最
適

私
た
ち
の
仲
仁
川
怖
い
A
が
近
代
化
す
る
に
つ
れ
て
、
京
践
の
柿
成
も
ん

M

と
子
ど
も
一

人
'
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
純
然
族
化
の
傾
向

が

般

化

し

て
お

り
ま
す
。

従
っ
て
、
チ
と
も
た
ち
が
成
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
川
市
を
も
つ
よ
一
}

に
な
る
と

わ
む
と
好
ま
さ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
若
夫
州
問
引
に
変
ぼ
う
し

て
い
く
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
備
え
て
の

心
情
λ
を
い
ま
の
う

ち
に
そ
れ
に
は
、
ま
ず
川
以
司
令
の
山
川
か
ら
始
め
て
く
だ
さ

い
。

退
職
金
よ
り
年
金
を

ナ

か
つ
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ノ
が
定
行
で

会
社
咋
の
勤
め
を
や
め
た
と
き
に
は
道

側
全
で
京
を
也
て
た
り
、
主
後
白
全
に

光
て
る
と
い
う
の
が
過
日
の
形
態
で
あ

り
ま

L
と
が
、
川
今
的
判
全
日
勢
で
は

J
1
L
3
9
、
れ
人
也
巴
ム
子
一
。

れ
を
守

M
4
1
4立
て
一

そ
の
た
め
働
一
勺
け
る
う
九
に
州
内
の

な
い
ト刀法
で
在
後
の
却
前
を
し
た
り

ゑ

を
建
て
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
の
が
般
的
汚
え
方
の
よ
う
で
す
。

と
は
い
つ
で
も
、

f
ど
も
の
殺
打
れ

も
μ
り
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、

コんきんね

と
て
も
川
々
の
給
料
や

ポ
ナ
ス
だ
け
で
は
絶
叫
的
の
よ
う
で

す
。

E
こ
で
、
以
近
は
、
主
後
の
仲
に
川

氏
合
を
司
令
制
度
に
よ

っ
て
ま
か
な
お

う
と
再
え
ら
れ
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
の

司
令
制
度
を
卜
子
に
川
町
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
老
後
の
生
活
設
計
は
か
な
り

の
父
っ
た
も
の
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

:t¥'Jf柑ヵ、 1>)てt'ii:心年
金
傾
の

ス
ラ
イ
ド
制
と
は

従
来
、
拠
出
制
同
民
年
金
の
年
全
知

は
、
中
川
水
酷
や
財
政
状
況
の
変
化
に

泌
じ
て
数
年
旬
の

F
直
し
が
行
わ
れ
て

き
た
が
、
品
近
の
よ
う
に
消
柑

H
E物

価
指
数
が

一
O%
以
卜
も
あ
が
る
よ
う

舎
は
、
園
の
特
定
製
品
に
閲
す
る
検
定

等
の
事
務
を
代
行
す
る
ほ
か
、
消
費
生

活
用
製
品
に
つ
い
て
安
全
で
あ
る
か
と

う
か
を
認
定
し
、
認
定
し
た
製
品
に
は

「
S
G
マ
i
ク
」
(
別
図
)
を
付
し
て

お
り
、
五

1
年
三
月
末
現
在
で
京
庭
用

の
圧
力
な
べ
及
び
圧
力
が
ま
、
炭
酸
飲

料
を
充
て
ん
す
る
た
め
の
ガ
ラ
ス
び
ん
、

乳
母
車
、
歩
行
器
、
ぶ
ら
ん
こ
、
す
べ

り
台
、
幼
児
閉
欽
機
、

一
般
家
庭
で
抑
制

具
に
使
用
さ
れ
る
住
宅
用
ス
プ
リ
ン
グ

マ
y
ト
レ
ス
が
認
定
製
品
に
な
っ
て
い

ま
す
。

計量器は

今
年
は
社
民
百
年

の
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
ま
す
。

mM

私
た
ち
は
、
毎
日

置
匝
よ
り
盟
か
な
生
活
を

‘
司
、
維
持
す
る
た
め
、
い

k

、I4J
ノ

ろ
い
ろ
商
品
を
選
択

云

-一
一
関
/

し
て
購
入
し
て
い
ま

ヂ
一

L
一
割
¥

す
。
特
に
同
年
政
令

ノ
W
打

l
r
¥
で
指
定
さ
れ
た
出
封

商
品
の
量
目
表
示
は
、
合
理
的
な
商
品

選
択
の
大
き
な
円
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
力

一
般
家
庇
に
お
け
る
各
種
軍

駐
用
計
武
誌
の
使
用
が
急
速
に
普
及
し

て
来
ま
し
た
が
、
従
来
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
確
た
る
性
能
及
び
杓
度
的
基
準

が
な
か

っ
た
た
め
に
、
使
用
者
か
ら
多

数
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
計
北
上
「
京
庭
用
川
宝

探
に
附
す
る
制
度
し
が
新
設
さ
れ
、
ま

で
は
、
数
刊
紅
白

T
バ
し
で
は
司
全
Mm

m
h
λ
町
的
価
怖
が
7

J
れ
て
し
ま
い
、

内
全
完
治
行
の
心
々
の
古
』
必
し
た
作
仁
川

が
叶
l

め
な
い
こ
と
に
な
り
ま
L
F

E
こ
で
、

mM刊
間
八
刊
の
ベ
凶
作
は

リ
に
よ
り
司
令
仰
の
ス

ラ

イ

制

{'U

制
改
定
抗
日
山
)
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
川

可
よ
り
1

人
施
さ
れ
ま
し
ん
。

日
体
的
に
は
、
総

m山川の
「4
仁
川
市

代
行
物
川
指
数
」
訓
討
に
以
，
つ
い
て
決

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
J

て
お
り
こ
の
指

数
が
、
的
行
山
ほ
と
，
川
h
J
q
ぼ
を
北
似
し

て
に
川
%
以
し
し
の
￥
が
あ
っ
た
均
九
日
に
、

そ
の
比
干
に
応
じ
作
品
川
が
什
則
的
に
改

」
志
台
れ
る
わ
け
で
す

こ
の
よ
う
に
川
氏
司
全
で
は
物
川
が

ん
が
れ
ば
行
合
も
あ
が
る
け
組
い
な
ワ

て
お
り
ま
す
の

F
左
心
と
い
え
ま
し
ょ

3
 積

立
金
の
還
元
融
資

同
日
比
司
令
で
は
、
山

mu
』
式
を
と
っ

て
い
る
関
係
l
給
付
が
全
而
的
に
行
な

h
れ
る
よ
う
に
な
匂
ま
で
は
、
刊
さ
ん

の
納
付
し
た
保
険
料
や
川
山
れ
相
、
川
辺

川
利

f
収
入
が
組
立
全
と
し
て
ち
く
制

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
う
ち
の
分
の
一
に
つ
い
て
抗
持
被

保
険
行
の
問
削
の
向
上
に
役
'
げ
つ
よ
う

な
住
七
州
院
保
有
，
叶

E
人
ホ

ム
e

市
民
会
館
・
川
日
比
山
川
A

引
け
な
ど
の
没

山
政
と
し
て
市
町
村
に
融
資
さ
れ
て

い

ま
す
。

白 :
こ
の
5
G
マ
l
ク
が

付
け
ら
れ
た
製
品
の
欠

陥
に
よ
り
万

一
事
故
が

起
き
た
場
合
に
は
、
損

害
賠
償
が
砧
実
に
主
払

わ
れ
る
よ
う
に
被
害
者
救
済
制
度
が
設

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
後
遺
症
以
上
の

重
大
な
拐
容
が
生
じ
た
場
合
で
、
そ
の

加
害
が
も
っ
ぱ
ら
披
有
者
の
貨
任
で
生

じ
た
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
協
会
か

ら
迅
速
に
一
時
金
(
三
十
万
円
)
が
交

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
製
品
を
口

う
と
き
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

陪
用
川
H
A
掠
と
し
て
政
令
で
指
定
を
受

け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
能
を

維
持
向
上
す
る
た
め
、
法
定
の
「
技
術

t
の
基
準
」
を
定
め
、
こ
れ
に
適
合
し

た
も
の
に
は
、

t
記
の
マ
ク
を
表
示

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
版

E

叫
ん
事
業
者
円
ト
は
、
こ
の
表
示
の
付
さ
れ

て
い
る
も
の
の
販
売
を
義
務
づ
け
て
い

ま
す
。
規
制
さ
れ
た
掠
極
に
つ
い
て
は
、
第

一
次
指
定

(
五
十
年
一

円
)
と
し
て
、

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
乳
児
用
体
屯
-A

調
理
用
は
か
り
、
板
付
の
ガ
ラ
ス
製
極

度
計
の
問
器
極
剖
実
施
uc
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
話
二
次
指
定
(五
十
二
ヰ

一
月
)

か
ら
は
、
パ
イ
メ
タ
ル
式
温
度
計
及
び

繊
緋
製
又
は
合
成
樹
脂
製
の
巻
尺
が
実

施
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
家
庭

用
計
量
誌
は
所
定
の
表
示
の
あ
る
も
の

を
購
入
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

( 6 J 

郵
便
預
金
の
「
福
祉
定
期
」

幻
日
か
ら
受
け
付
け

郵
政
省
は
老
齢
年
金
や
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
受
給
者
の
定
期
郵
便
的

金
の
H

目
減
り
対
策
M

と
し
て
、
そ

の
利
子
を
年
」
O
%
と
、
現
在
の

一

年
も
の
定
期
の
利
子
七
・
五
%
よ
り

二

五

%
優
遇
す
る

「視
祉
貯
金
」

を
六
月
二
十
三
日
か
ら
全
国
の
郵
便

局
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

こ
の
稲
制
預
金
は
①
預
入
れ
期
間

は
二
十
三
日
か
ら
十
二
月
-二
十
一
日

ま
で
②

一
年
定
期
罰
金
で
年
利
一
O

%
③
煎
金
限
度
額
は
一
人
に
つ
き
五

十
万
円
③
鼠
け
入
れ
は

一
つ
の
金
融

機
関
に
限
ら
れ
る
も
の
で
す
。

閉
山
金
で
き
る
人
の
純
囲
は
、
老
齢

福
祉
年
金
、
老
齢
特
別
給
付
金
、
障

害
相
祉
年
金
、
母
子
相
祉
年
金
、
準

母
子
摂
祉
年
金
、
児
蛍
扶
養
手
当
、

特
別
児
賞
扶
弦
手
当
、
特
別
福
祉
手

当
、
原
燥
被
爆
者
特
別
手
当
、
被
爆

者
健
康
管
理
手
当
の
受
給
者
で
預

け
入
れ
の
際
各
証
書
を
提
出
す
右
。

取
扱
い
は
、
郵
便
局
の
ほ
か
全
国

の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
な
ど
す

べ
て
の
金
融
機
関
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

「貯
蓄
で
築
こ
う
物
価
の
と
り
で
」

生
活
を
見
直
し
で
き
る
だ
け
不
急

不
要
の
消
費
を
抑
制
し
、
節
約
し
た

お
企
を
附
帯
す
る
こ
と
が
物
価
を
抑

え
る
一
つ
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

=-<z.，.，.~~ 一一
「貯
蓄
で
守
ろ
う
わ
れ
ら
の
く
ら
し
」

W-:iモのfjj信! かけ1t HJl Jlil こん な と ~ '1 合言目 ( 11古1)
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bdyk k 

29.025111 P'; 'h 1] すで 本人が 1Wl'1 1， 
とき 2 23，22011 

全
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(l )lIfJ i白44ij'." Jj t 11 UliifにIιれと人が
老齢相旬1，行全 70岐にな っととき

(2)2組問弁れについては65!抵から

阿古布il{I[ jドイ在 ケガとか市い州%で心身附';':'J行となっ l r拙'IJ 11. 30Qlll 
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※同民q告で知i句たいこと、わからないことがあ ηましとら 、気料にIIIJ役J-lh{j全係でおたずねく t，さい
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年金給付の種類と年金額



(2) 

鑑璽鵡購

老
齢
年
金
の
請

求
は
、
も
う
す

み
ま
し
た
か

同
氏
年
金
の
老
齢
年

金
を
受
け
る
に
は
、
通

市
六
卜
政
ま
で
卜
丘

年
以
卜
保
険
料
を
納
め

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
の
制
度
が
で
き
た
附

利
一
卜
六
年
「
叫
ま
で
に
一
定
の
午
齢

に
述
し
て
い
る
方
は
、
こ
の
て
卜
j
h
司

1
卜
し
と
、
一
一フ
刷
出
を
両
た
す
こ
と
が
で

L

〈

l

!

l

:

き
な
い
た
め
そ
の
問
問
を
旬
結
す
る

可
刊
出
γは
が

ιじ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
阿
川
相
F
h
午
阿
川
一

円
以
，川に

生
れ
た
万
は
、
生
刊
川
け
に
よ
っ
て
こ

の
州
問
が
卜
押
か
一
均
一
十
問
司
あ
れ
ば

ー
ハ
卜
日
岐
に
な
っ
た
と
き
に
在
齢
h
i
t

を
受
け
る
資
怖
を
件
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

現
在
I

ハ
卜
i
h
歳
以
!
の
万
は
、
主
齢
年

世
を
受
け
る
資
格
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
年
全
は
、
六
i
μ
歳
に
な
っ
た
ら
自

動
的
に
支
給
さ
れ
匂
わ
け
で
は
な
く
、

あ
な
た
円
叫
が
中
出
を
し
♀
け
れ
ば
q

t
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

T
統
は
川
役

防
司
令
併
へ
印
か
ん
と
川
以
内
全
干
帳

を
持
参
し
窓
口
へ
舵
山
し
て
F
さ
い
。

こ
の
ヲ
統
を
終
え
ま
す
と
約

一カ
川
後

に
「
老
齢
司
令
却
』
し
が
点
ポ
に
あ
る

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
ほ
か
一

川

六

川

九

川

1

一
一川
の
支
払
川

に
，
川
一
一
カ
川
分
の
司
令
が
送
全
さ
れ
る

仕
組
に
主
っ
て
お
り
ま
す
。
現
泊
、
老

ナコんきんね
~言竺=

-・・

e

l
ti
l

l

 

-

-

e
i
 

-

-

齢
年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
六
L
1
百

歳
以
上
の
方
は
、
い
ま
す
く
手
続
き
を

終
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ニ
級
障
害
の
方
に
も

福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

附
和
問
卜
八
句
の
法
作
改
正
に
よ
り

附
h
k
u

伺
州
内
全
の
支
給
純
川
が
拡

K
さ

れ
、
川
1
九
司
問
円
分
か
ら
附
〔
ト
リ
机
M

H
全
が
主
給
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
級
阿
古
の
純
刊
に
は
、
一
級
の
』
厄

め
て
い
る
手
足
の
切
断
な
ど
の
陣
花
や

結
枯
な
ど
の
内
部
附
古
の
ほ
か
に
、
F

附
機
能
附
ド
リ
や
「け
品
川
主
な
ど
も
支
給

の
吋
卑
に
合
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
附
PV
け

の
将
皮
も
一
級
に
く
ら
べ
て
椛
い
も
の

を
φ

級
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

同
氏
年
全
の
附
寄
稿
制
司
令
の
山
川
ボ

を
皮
も
し
た
こ
と
の
な
い
人
で
、

級
え
は
一
級
に
法
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
H
M
M
司
全
の

佐
川
求
を
し
た
が
、

一
級
に
ぷ
円
し
な
い

た
め
司
令
山
支
給
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

り
過
去
に
は
一
級
に
ぷ
吋
し
て
お
り

年
全
を
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後

州
状
が
よ
く
な
り
支
給
を
作
止
さ
れ
て

い

ω人
で
一
級
に
ぷ
当
す
る
と
忠
わ
れ

る
人
は
町
役
川
河
全
併
に
ご
制
球
く
ど

さ
い
。
0

0

0

0

0

0

0

 

.
社
会
保
険
で
止
に
か
ご
質
問
は
・

同
館
日
全
保
険
市
ド
昨
町
内
で
山
じ
川
卜

H
H
(
午
前
1
川
J
午
後
一
時
ま
で
)

役
均
断
に
相
談
室
を
間
設
し
ま
す
。

難
機
搬
盤
側
報
機
感
議

体
育
指
導
委
員
を
派
遣
し
ま
す

ス
ポ
y
に
親
し
み
、
心
に

ゆ
と
り
を
も
っ
た
健
康
で
明
る

い
生
活
を
と
教
育
委
μ
会
で

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ

l

y
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

体
育
指
導
香
口
を
派
遣
し
て
指

導
や
助
言
を
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
l
y
の
技
術
ば
か
り
で

な
く
、
地
域
の
人
た
ち
が
ど
ん

な
方
法
で
も
世
人
数
で
も
気
軽

に
楽
し
く
ス
ポ
l
y
を
し
よ
う

と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

教
育
委
日
会
に
ご
述
結
く
だ
さ

い
。
直
後
、
次
の
体
育
指
導
安
日
に
連

絡
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

主
お
、
こ
れ
ま
で
ど
う
り
夏
季
の
水

市
コ
l
ス

(今
小
プ
l
ル

)
冬
季
の
基

礎
ス
キ
コ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も

らせおし

• 

〆y

〆 J多、〆;寸.... 

聞
か
れ
ま
す
。

マ
体
育
指
導
委
員

林
保
彦
(
A
7
小
)
中
野
武
房
(
北
高
)

山
口
利
勝

(花
石
小
)
友
普
孔

戸八
束

小
)
阿
部
幸
治
(
今
中
)
国
間
凹
友
近

(

年
金

1

1
l
q
、
ド
川
ー
か
ら
「
|

陪

町
制
p
i
J
il
l
-
-
y

刊
行
金
」
が
支
給
さ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
が
、
ど
ん
な
人
に
支
給
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

答

「

卜

午

z
q
h
v
」
と
い
う
の
は
、

川
町
和
問
i
J
ハ
司
ほ
か
ら
は
じ
め
て
品
化
川
ー

し
た
在
齢
司
令
存
時
祢
し
た
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
九
、
川
氏
司
令
の
保
険
料

の
納
付
が
は
ピ
め
ら
れ
止
附
利
一
ll
ハ

!
u
l
-
-
一
む
J

て
、
日
卜
政
を
，
}

'
l
p
)
i
:
J
i--

-

え

h
LI
H
戒
を
こ
え
な
い
人

(明
治
問

i
川
河
内
川
一
け
ま
「
に
生
れ
た
人
)

は
、
舟
叫
ー
し
て
川
以
内
全
の
被
保
険
れ

f

ム

、

J

〉
'
!
仁
ト
ー

と
な
る
こ
と
か
で
き
た
カ
吃
O
叶

H

被
保
険
μ
れ
と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
は

じ
め
た
人
た
ち
が
、
川
町
利
問
i
ハ
行

川
分
ま
で
の
保
険
料
を
納
め
て
、
川
町

内
川
に
核
保
険
丹
州
問
が
九

ょ
う
ど
l

刊
に
な
り
老
齢
内
全
の
完
治
資
仲
間
問
問

が
司
に
日
柿
さ
れ
て
い
る
た
め
、
宮

訂
作
を
H
叫
L
H
川
分
か
一
句
王
山
引
き

;
s
q
;
j
ー

れ
る
こ
と
に
な
る
在
齢
年
全
を
「
i
q

可
金
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

問

〈

一

L
I
L
-
-一
1
E

J

d
1

l
f
j
!

l
'
 

れ
の
川
体
職
口
が
、

じ
司
八
カ
川
勤
め

て
Mm
和
問
|
二
句

|
二
川
に
退
職
L
F
-
。

川
以
z
q
全
に
は
附
和
問
卜
一
れ
川
|
一一川

に
加
入
し
た
が
、
川
以
午
全
に
よ
り
油

口
在
齢
司
世
の
中
山
仙引
を
旧
日
る
た
め
に
は

何
午
か
け
れ
ば
よ
い
か
。

|下1' 1 十 I'f~il 
=j凶咋q:.-:'r::

今
中
)
坂
本
博
之
(
極
中
)
宮
沢
昭
雄

(
役
場
)
福
地
邦
夫

(共
済
)
狩
針
葉

子

(八
村
町
)

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保

(膏少年会館)

険
に
加
入
し
よ
う

筈

川

氏
行
全
に
よ
る
述
昨
日
在
齢
年

全
の
山
口
怖
を
作
匂
じ
は
保
険
料
納
付
済

州
川
、
川
険
料
免
除
則
川、

メ
は
そ
の

ん
け
符
し
た
川
間
が
村
山
で
あ
る
円

が
、
他
の
公
的
行
司
全
制
度
に
加
入
し
た

川
川
を
九
日
明
し
て

i
ι
刊
は
!
の
州

川
カ
必
官
で
あ

今
日
か
、
制
度
発
足
中』山川

B
4
の
司
帥
の
μ
れ
に
つ
い
て
は
こ
の
則

川
が

M
制
さ
れ
て
お
り
、

ト八
H
ι
年

農薬危害防止運動月間

6月 1日-7月31日

ス
ポ
i
y
を
楽
し
ん
で
い
て
ケ
ガ
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

町
教
委
で
は
ス
ポ
l
y
安
全
傷
害
保
険

の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
は
、
十

λ
以
上
の
ス
ポ
l

ミニテニスで楽しむ主婦たち

ツ
団
体
や
社
会
教
育
関
係
団
体
の
椛
成

只
が
加
入
で
き
、
ひ
と
り
当
た
り
年
間

百
円

(
一
口
)
か
ら
二
百
円
ま
で
の
保

険
料
で
死
亡

(百
万
円
一
F

口
)
の
ほ

か
後
遺
附
官
、
医
療
保
険
金
(
治
部
日

数
七
日
以
上
)
も
支
払
わ
れ
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
教
育
委
口
会
社
会

教
育
係
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
と

農
薬
に
よ
る
事
故

を
な
く
し
よ
う

品
近
は
、
次
々
と
い
ろ
い
ろ
な
円
相
薬

が
開
発
さ
れ
、
農
業
生
産
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
農
薬
に
対

す
る
知
臓
が
不
十
分
な
た
め
に
、
毎
年

薬
害
や
中
市
叫
事
故
が
発
生
し
た
り
、
河

川
を
汚
染
す
る
事
例
が
兄
受
け
ら
れ
ま

す。

門
担
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
毒
性

を
よ
く
理
解
し
、
十
分
注

E
し
て
安
全

な
方
法
で
使
用
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し

-児童手当の現況届は B月中に
児童手当を受けている方は、毎
年 6月に現況屈 を出 Lていただく
ことにな っでいます。これは、受

給者の前年の所得や聾打状況を確
認し、引き続き受給できるかとう

かを訓べるといせつな聞けです。

印鑑、他府保険椛、加入してい

る勾金主どの被保険者続か組合 fl
2正を持事の上、 6月中に役場栢柑
併で手続きしでください。

なお、届けtBがない場合は 6同
分以惜の手当は支給されません。

圃老人医壇受輯賓格証の更新を

老人医師畳桔資格別は 7月 1日
から新 Lくなります。
印鑑、健康保険証、老齢相祉年

金証書、その他の公的年金i征舎を
持事の」二、 61'1中に役場柄祉j>l¥で
手続きしでください。

・あなたも応募してみませんか
郵政省では郵便貯金創業 100年
記念事業と Lで止の作品を募集し
ています。
「私のアイテ'ア貯金箱」コンク ル

b応募資柚小 ー中・ 応大子生
b 作品内容 新 しく楽しいア イデ
アが生かされているもの。葉し
く使いやすいもの。材料は自由。

大きさは一辺の長さ 2Qcm程度内
にすること。応募は一 人 1占。

「貯蓄に関する体験記コンク ルJ

b作品のテマ刑えば「やりく
りじょうず、ためじようず」
「車しみながら貯める工夫」

「私と貯金のエピソ トソなど

b阻は自由、字数 400宇陪原稿用
紙 5枚程度。

p受付 6 I~ 1日から 8月10臼迄
担j名と住所(郵便帯号を附記)
氏名(ふりがな)、年令を記入
して「干 1∞点京師千代田区霞ケ

聞 1丁目3帯地2号、郵政省J!'j金
問奨励諜Jl'i:金 体験記募集部」へ
(その他昨しくは今金郵便局へ)

し
は
七
円
三

f
一
日
ま
で
で
締
め
切
ら

れ
、
冬
期
ス
ポ
l
y
分
は
十

一
円
か
ら

受
付
け
し
ま
す
。
町
民
多
数
の
方
々
の

加
入
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

九
円
-
一ト
-一
円
生
れ
の
人
は
国
民
司
令

に
加
入
し
て
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
昭
和
三
卜
R

ハ
年
間
円

一

日
以
降
の
則
川
が
-J
十

一
年
以
上
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

団
体
服
は
と
な
っ
た
附
利
一
一
1
六
年

間
川

一
円

ω降
の
則
聞
が
七
年
八
カ
川

あ
る
の
で
、
同
氏
年
全
に
つ
い
て
は
1

年
同
カ
川
以
上
あ
れ
ば
辺
町
叫
在
的
司

令
仇が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(8 ) 

しと
ふの 問
うよ
かう|叶
。な民
)j {I 
?L世
での
支老
払附
わ紛
れ H
るすそ
σ) 1主
で

答

司

全
の
支
払
い
は
、
部
川
出
向
、

似
行
な
ど
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
す。

A
r
全
に

つ
い
て
は
、
郵
便
問
、
辺
似

の
カ
一
附
が
桁
定
さ
れ
て
む
り
、
ど
の

令
融
機
附
で
空
け
る
か
に
つ
い
て
は
q

全
を

f
け
る
人
の
品
川
叶
ー
に
よ
り
ま
す
。

郵
山
門
川
の
均
介
凶
、
司
令
の
支
払
川

川
に
な
Q

と
川
会
似
険
日
よ
り
、
部
川
山

口
川
に
「
支
払
案
内
代日
」
が
送
ら
れ
ま
す
。

司
令
を
受
け
る
人
に
付
し
て
は
「
支

払
通
知
川
」
が
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
の

で
、
れ
川
全
を
受
け
る
人
は
、
支
払
通
知

;

i

i

、
l、
一九
〉

汗
と
白
河
合
川
刀
を
付
事
し
て

aqf
σ

主
払
い
を
支
け
ま
す
。
一

占
企
融
機
附

の
川崎九け
は
、
市
叫
ー
し
た
銀
行
の
削
全
日

州
に
支
払
い
の
つ
ど
H
会
保
険
山
は
旬

全
を
振
込
み
ま
す
。

こ
れ
と
川
叫
に
、
H
世
を
主
け
る
人

に
付
L
M
m込
通
知
川

が
送
付
さ
れ
て
き

J

一
。

t
t
 

ょ
う。

J 

マ
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
ゴ

ム
手
袋
、
マ
ス
ク
一
な
ど
を
し
て
服
装

を
整
え
、
脱
薬
の
取
扱
い
は
慎
重
に

行
い
、
身
体
の
悪
い
人
、
著
し
く
疲

労
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
散
布
作
業

に
従
事
し
な
い
。

マ
作
業
は
、

日
中
の
炎
天
時
を
さ
け
、

朝
夕
の
涼
し
い
時
間
を
選
び
、

二
ー

三
時
間
で
交
代
す
る
。

マ
作
業
後
は
、
手
足
は
も
ち
ろ
ん
、
全

身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、
新
し
い

衣
服
に
在
住
え
る
。

マ
作
業
後
は
、
酒
を
飲
ん
だ
り
、
夜
ふ

か
し
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

マ
作
業
後
、
め
ま
い
が
し
た
り、

顕
桁

が
し
た
り
、
気
分
が
少
し
で
も
悪
く

寺
っ
た
と
き
は
、
医
師
の
診
断
を
畳

け
る
。

マ
良
薬
は
、
安
全
な
と
こ
ろ
に
保
管
す

る
。
不
用
と
な
っ
た
良
薬
、
空
び
ん
、

空
袋
な
ど
の
廃
棄
処
分
は
、
農
業
改

良
普
及
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

.~肖えゆ〈郷土資料にご協力を
現在、町民センタ ーでは蝿土資

料室をよ り充実した展示室にする

ための単備をすすめていますロみ
なさ んのお手も とにまだ賞重な陪

品がありましたらぜひ資料室にこ
思阻叫わりたくお闘いしています。

今金町円あゆみとして大切に保存
いたします。

圃 7月の休日 当番医

6日 北楠山町国保病院

13日 今金町岩間医院

20日 瀬棚町楢崎医院

27日 今金町国保病院

( 9 ) 



一…一
マ
納
税
義
務
者

相
続
ま
た
は
逃
聞
な
ど
に
よ
っ
て
財

産
を
取
得
し
た
人
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
巴
す
。

マ
相
続
税
の
川
算

付

相

続

財
局
価
額
か
ら
的
務
(
葬
式

政
問
を
合
む
)
を
差
し
引
い
て
正
味

の
遺
産
額
を
川
算
し
ま
す
。

口
正
味
の
遺
産
総
額
か
ら
、
遺
産
に

係
る
悲
礎
控
除
傾
参
差
し
引
い
て
瓜

相
続
税
の
あ
ら
ま
し

l
t
i
 

基
園
用
電
"
河
川
f十
H
V

RT
喜
イ
ド
主
川
山

1
2
耳
立
川
地
hλ

2
T
B
i
 

1
1
 

税
遺
蔵
相
を
算
出
し
ま
す
。
基
礎
控

除
額
と
は
次
の
①
と
②
の
A
H
H
川
相
で

す
。
①

定

傾

控

除

傾

二

千

万

円

②
法
定
相
続
人
比
例
技
除
制

四
百
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を

か
け
た
金
制

田

口

で

川
算
し
た
課
税
泊
旅
加
を
、

各
相
続
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
定
相

続
分
に
応
じ
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
仮

F
i
l
l
--
E
 

定
し
た
全
部
に
税
率
を
か
け
て
税
制

を
算
出
し
、
そ
の
A
川
河
川
仰
を
相
続
税

の
総
領
と
し
ま
す
。

同
各
相
続
人
が
納
め
る
脱
M
m
は、

け

で
外
川
算
し
た
州
統
鋭
的
仲
間
制
を
、
持

相
続
人
が
実
際
に
取
得
し
た
泣
庇
鋲

に
応
じ
で
あ
ん
分
し
た
も
の
で
す
が

相
続
人
が
配
同
舟
や
未
成
年
丹
、
心

身
陥
古
押
な
ど
の
均
合
に
は
、
二
広

州
加
が
基

L
引
か
れ
ま
す
。

マ
相
続
税
の
巾
告
と
納
付

申
告
は
、
死
亡
し
た

H
の
翌
日
か
ら

ーハ
カ
川
以
内
に
死
亡
し
た
人
の
住
所
を

所
柿
す
る
税
務
官
什
に
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。
州
統
税
の
納
付
は
巾
作
間

限
内
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
一

し
か
し
、
相
続
税
を

一
度
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
正
午
(
特

別
の
場
合
は

H
q
)
以
内
の
司
賦
で

納
め
る
延
納
や
、
ま
と
.
世
銭
で
納
め

る
こ
と
が
同
雌
な
均
A
H

に
は
、
相
続
し

た
財
院
で
納
め
る
物
納
の
方
法
が
あ
り

:一

。

t

j

 

納
期
内
に
納
め
よ
う

道
・
町
民
税

〈
一
期
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六
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三
十
日
ま
で

-内
M
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ョ

一
・
み
ご
と
な
演
奏
を
被
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一
ホ
色
白
刷
版
に
h

吋
を
川
め
た
悶
鉄
山
函
局

一
政
指
知
川
が
ハ
川
八
日
に
車
川
今
世
小
の

一
以
前
隊
と
と
も
に
交
通
安

t
の
ハ
レ
ー
ー
を

一
行
っ
た
後
、
町
民
セ
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で
一
前
奏
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間
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郎
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ご
と
弘
前
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し
ま
し
た
の
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-
大
き
く
育
て
よ
と
日
進
牧
場
に
放
牧

よ
う
や
く
春
が
訪
れ
た
日
進
高
原
牧

助
で
は
丘
川
一

一1
一
川
、
町
内
の
軒
牛

一
一
丙
二
十
到
の
預
託
受
け
入
れ
が
行
わ

れ
、
次
々
と
薬
械
で
消
輩
、
険
使
、
体

屯
測
定
と
検
査
さ
れ
、
広
ぴ
ろ
と
し
た

綿
草
に
政
牧
さ
れ
ま
し
た
。
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